
議員自主研修（講座・視察）実績報告書 

氏名 齋藤 天 ほか 4 名  

議員自主研修（講座・視察）について、下記のとおり報告します。 

１ 受講した研修 

実施機関等 NHK 仙台放送局、荒浜小学校、原子力科学館 

研修（講座・視察）名 

宮城県 NHK 仙台放送局・塩釜海の駅・マリンゲート塩

釜・荒浜小学校メモリアル公園‣閖上の記憶・多

賀城市立図書館・多賀城市役所・名取市震災メモ

リアル公園 

茨城県 原子力科学館 

研修（講座・視察）内容 

東日本大震災復興状況と地震対策を学ぶ 

長野県は津波による災害はないが、今後発生すると 

言われている東海沖地震対策に対し、今からやらねばなら

ないことを学ぶ 

研修（講座・視察）期間 令和 6 年１０月７日～９日 

研修（講座・視察）日程 

１０月７・８日 宮城県にて震災関連の復興状況を見、ど

のように対応をしたか学ぶ 

１０月  ９日 原子力科学館の見学 

 

２ 経費の内訳 

経費の種類 内 容 金 額 

交通費 

利用する公共交通機関（区間） 片道・往復  

ETC  （松川～仙台南）   片道  

 （名取～日立北）   片道  

 （日立北～松川） 片道 合計 ５２９４円 

宿泊費 
Tabist 塩釜＆松島（一人部屋） 

シーサイドホテル東館（二人部屋） 

５３００円 

８８００円 

参加費 視察費 １０００円 

その他経費 

レンタカー 

ガソリン 

駐車場代 

手土産代 

７９８６円 

２８８４円 

２０円 

１２００円 

経費の合計額 ３２４８４円 



４ 成果等                        氏名  齋藤 天  

自己評価 

評価項目〔５～１のいずれか１つの番号を○で囲む｡〕 理由〔具体的に記入〕 

・研修内容の選定は適切であったか 

適切  ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 不適切 

災害時の議会の役割が明確

になった 

・研修の目的（学び）は達成できたか 

できた ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ できなかった 

議会行政の対応、復興時の

ことを学べた 

・事前の調査、準備は十分であったか 

十分 ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 不十分 

被災者や被災地など多角的

に調べ、準備できた。 

・研修を通して自身の能力が向上したと思うか 

した  ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ していない 

大切なことを学び、大きく

視野が広がった。 

・具体的な活用の有用性、実現性があるか 

ある  ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ ない 

大切なことを学び、実用性

がある考えが持てた。 

研修報告 

 

（ 具 体 的 な

研修内容、事

前の企画・準

備 ・ 研 修 当

日・事後の振

返 り を 通 じ

て 習 得 で き

た こ と や 研

修 成 果 の 業

務 へ の 活 か

し方、提案等

を記入   

※ 別 添 書 類

に よ る 提 出

可。ただし、

上 の 内 容 を

含 む も の で

あること。） 

 

東日本大震災から 12 年が過ぎ、発災時や復興後のことを視察しました。 

発災時は情報が錯綜し、役所の業務量がとても増える、またみなさん不眠不休の

様な状態になるなかで、議員にも沢山の住民より要望や情報が寄せられるが、そ

れを役所に伝えたり、何か動きを要望することだけではなく、議会独自でその問

題を解決できることが必要だとのことだった。今の高森町議会にそれができる体

制にあるのだろうか。 

何が必要なのであろうか。 

また、震災遺構視察や、被災者の声として「閖上の記憶」では、海沿いの小さな

漁師町であった、閖上市が震災で壊滅。 

復興のため防潮堤を作り、盛り土で約 5m の嵩上げをして居住区を設け、新興住

宅地や学校を設置。 

さらに海沿いの広大にできた更地（元は住宅地）には、水産加工場など企業を誘

致されていた。 

きれいに復興した町には、福島第一原発周辺住民などからも移住者が来て、子ど

も産まれて通学の子ども達の姿や閖上港朝一への観光客で賑わう復興を遂げて

いた。 

しかし、震災前の小さな家が立ち並び、貞山堀に漁船が並んでいた「あの頃」そ

して古代より続く歴史的な建造物などは消失しており、復興後の「ただ新しい街」

として機能しているだけで、歴史や文化などは断絶。震災の記憶さえも消えてし

まった。 

そこで、我が子の死を通して、「閖上の記憶」という現地 NPO 活動として震災

前からの「閖上の記憶」を伝える市民活動があることで、震災の経験が活かすべ

き教訓と言う教育に昇華されていることは、とても大切な民間伝承としてこの地

の出来事をありありと次世代に伝えていく素晴らしい活動だと感じた。 

こうした市民活動の中にある尊いもの(魂)や、住民の参画が優先され、その後に



復興計画やまちづくりがあるのではないか。と感じた。 

経済的な観点から見れば、キレイで立派に復興した閖上市ですが、歴史・文化・

風習・そして人の命と言う観点から見たときに、また 100 年後の子孫から見た

らどうなのか。 

そんなことも見据えた「まちづくり」と言う観点で関わる全ての人が「考え、話

し合える」ことが必要なのではないか。何か心の奥がザラつく感じがした復興で

はないかと感じた。 

私達の国は明治維新以降に近代西洋化政策にシフトし、拡大発展、高度経済成長

を遂げました。  

一時的に世界の経済大国の中でも質の良い長持ちする製品、故障や不調のないタ

フな製品（商品）は、世界的にも支持され、我が国の GDP を一気に押し上げま

した。 ものづくり大国日本。GDP も昨年よりさらに伸びた。と TV 報道でも

連日散見し、子供心に我が国の凄さに感動したことを覚えております。 

しかしながら、今こその経済発展の陰に隠れて、「失ってきたもの」にも目を向

け、これからのために、精査し、今一度考えを深める時期なのではないか。と思

います。 

神話を失って 100 年経つとその国は滅びる。と聞いたことがあります。 

今の私たちは、日本伝統の風習を忘れてしまった世代です。 

稲を育て米を取り、味噌や醤油を作り、自宅で作った梅干しや漬物、納豆や卵で、

家族みんなで大自然に感謝して「いただきます」と言って、箸と椀で質素ながら

も豊かな食事をいただく。 

布や衣服だって養蚕をして取れた絹糸や麻などで作っていたのだと思います。そ

の名残で、南信州では蜂の子や蚕などの伝統食も残っています。 

自分や子や孫が食べるのですから、健康に被害が出る様なことも少なかったので

しょう。 

お金さえあれば、なんでもできる便利な世の中は、私たちを本質的に幸せにして

くれたのでしょうか？ 

全国で不登校や引きこもりが増えています。自殺者数も増えています。この数年

は超過死亡数が増えています。 

しかし、出生数は減り、人口は減少する一方です。これだけみても現代社会に何

か歪みの様なものがあるのではないか。と考えずにはいられません。これからの

私たちが将来のビジョンを話し合う際に必要となる、思い出さなければいけな

い”大切なもの”に触れられた視察だったと思います。 

 

 

 

 



４ 成果等                      氏名 市川 信幸 

自己評価 

評価項目〔５～１のいずれか１つの番号を○で囲む｡〕 理由〔具体的に記入〕 

・研修内容の選定は適切であったか 

適切  ⑤ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 不適切 

２泊３日の研修であった

が、齊藤議員の紹介で普段

見学できないところを見、

地元の人たちから情報が得

られて良かった。 

・研修の目的（学び）は達成できたか 

できた ⑤ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ できなか

った 

3.11 震災の後、国内ではい

くつかの震災や集中豪雨が

発生した。高森町において

も他人事ではない。今回の

研修で子供を亡くした語り

部の丹野裕子さんから「こ

こは大丈夫」という震災後

の反省を聞いた。このこと

を今後の活動に生かせると

思った。 

・事前の調査、準備は十分であったか 

十分 ５ ・ ➃ ・ ３ ・ ２ ・ １ 不十分 

事前の調査はあまりできて

いなくて充分と言えない。 

・研修を通して自身の能力が向上したと思うか 

した  ⑤ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ していない 

今までテレビでは震災当時

の様子を聞き、議員になっ

て震災初期に南相馬に２度

行かせてもらったが、2011

年以降の復旧状態を確認で

きた。 

・具体的な活用の有用性、実現性があるか 

ある  ⑤ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ ない 

語り部の丹野さんの反省

を、今後の高森町の対応に

生かせると思った。 

研修報告 ＊「自分たちの所は大丈夫」の考えは、禁物である。 

＊宮城県の沿岸部はすべて震災地と呼ばれ仙台・石巻は特にひどかった。 

＊閖上町（語り部の丹野さんが住んでいる所）は赤貝としらすが名物で、地元で

は赤貝が食べられないとの事だった。（高価で出荷に回ってしまう） 

＊震度５は慣れ子となっている。これも怖いことだ。 

 

 

 

 

 

 



４ 成果等                      氏名 大島 正光 

自己評価 

評価項目〔５～１のいずれか１つの番号を○で囲む｡〕 理由〔具体的に記入〕 

・研修内容の選定は適切であったか 

適切  ○5  ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 不適切 

１０年前に視察したがその

後の復興状況 

・研修の目的（学び）は達成できたか 

できた ○5  ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ できなかった 

多くの場所で視察すること

ができた 

・事前の調査、準備は十分であったか 

十分 ○5  ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 不十分 

１０年前に視察したため準

備は十分であった 

・研修を通して自身の能力が向上したと思うか 

した  ○5  ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ していない 

復興状況を自分の目で確認

できた 

・具体的な活用の有用性、実現性があるか 

ある  ５ ・ ○4  ・ ３ ・ ２ ・ １ ない 

閖上地区の造成の仕方など

参考になった 

研修報告 

 

今回の私の研修目的は、東日本大震災より３年半経過した平成２６年１０月に総

務民生委員会で、南相馬市の復興状況を視察しましたが、原発事故による放射能

の影響で、復興は進まず、田畑には除染作業で出た汚染物質が黒いビニール袋に

入れ、野積み、放置されている現場を視察させていただきました。 

その後、１０年経過した現在の復興状況を一番の目的で視察しました。 

初日には、高森町出身でＮНＫ仙台放送局にお勤めの木村優也さんの案内で東日

本大震災の発災時と復興について説明いただきました。地震発生から７２時間の

総合テレビの映像や、最大１０ｍの津波の恐ろしさを伺いました。 

二日目には、前日の夕食会場でお会いした深谷多賀城市長の案内で、市役所の市

長室で懇談し、議場など見学させていただきました。その後、隣接の名取市閖上

にある「津波復興記念資料館 閖上の記憶」で語り部の丹野裕子さんからお話を

伺いました。丹野地区は全戸津波で被災し、何人も犠牲になられた。復興に際し

建物を建築できる地域を３ｍ造成、造成しなかった地区は農地とした利用と分け

た。現在は住宅が以前より増えている状況を伺った。しかし、語り部の丹野さん

は子供が犠牲になられ、今でも心の災害は今も残っている様子をお聞きしまし

た。次に「荒浜小学校震災記念館」見学しました。 

震災当時のまま残されており、震災の恐ろしさを見させていただきました。 

三日目には、１０年前に視察させていただいた南相馬市で現在の状況を視察しま

した。 

１０年前にあった汚染物質の野積みはどこにも見当たらず、田畑として耕作され

ており復興を伺うことができました。 

高森町では津波はないが、南海トラフ大地震に備え、建物の耐震化が急がれます。 

また、地震と豪雨の複合災害が予測され、被災する前に安全な場所へ逃げるなど

避難の方法や食料の備蓄など、自助、共助、公助の分担など考えさせられました。 

また、閖上での語り部の方のお話で、命の大切さが心に残りました。 



４ 成果等                       氏名 小川 修 

自己評価 

評価項目〔５～１のいずれか１つの番号を○で囲む｡〕 理由〔具体的に記入〕 

・研修内容の選定は適切であったか 

適切  ○5  ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 不適切 

13 年前の記憶が薄れない

うちに今一度確認するた

め、今後の対応にも、参考

になった。 

・研修の目的（学び）は達成できたか 

できた ○5  ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ できなかった 

NHK 仙台に高森出の方か

ら震災について生の声、廃

校になった荒浜小学校、閖

上地区の震災の語り部、多

賀城市役所の大規模な改

装、何れも災害への認識を

かえた。 

・事前の調査、準備は十分であったか 

十分 ５ ・ ４ ・ ○3  ・ ２ ・ １ 不十分 

下準備が乏しかったので、

斎藤議員の案内が参考にな

り有難かった。 

・研修を通して自身の能力が向上したと思うか 

した  ５ ・ ○4  ・ ３ ・ ２ ・ １ していない 

折あるごとに、震災の怖さ

は伝えていく。 

・具体的な活用の有用性、実現性があるか 

ある  ５ ・ ○4  ・ ３ ・ ２ ・ １ ない 

家族や地域への声掛けは必

要と思う。 

研修報告 

 

「この地域は地震があっても大丈夫。津波は来ない、過去においても例がない。

それは私だけではないこの地区の皆がそう思っていたと思う。」それが最初に発

せられた言葉だった。「この過信が最愛の長男を失ってしまった。今尚、閖上地

区の語り部兼復興のリーダーとして生涯ここで活動していく【それが】大切な人

を失った償いです。」淡々と語る口調に取り返しのつかない現実を見た気がした。

この地区の皆様に幸多かれと願う。 

2 日目の泊りに向かう途中、南相馬・大熊・浪江と過ぎ 18 時を経過、外の景色

は暗く街灯は見えるが家の灯りは見えない。谷ごとに広がる見渡す限りの太陽光

パネル、この中には代々引き継がれた家もあっただろう。生きる為に他県に移り

住まなくてはならない人もいたはずだ。『さぞ無念だっただろうと思うにつけ』

改めて震災の怖さを感じる。 

東南海地震は、いずれ遠からずくる。胸に手を当て何から始めようかと思う昨今

だ。 

 

 

 

 



４ 成果等                      氏名 本島 未来 

自己評価 

評価項目〔５～１のいずれか１つの番号を○で囲む｡〕 理由〔具体的に記入〕 

・研修内容の選定は適切であったか 

適切  ５ ・（４）・ ３ ・ ２ ・ １ 不適切 

今回で学ぶべきタイミング

であったと思う 

・研修の目的（学び）は達成できたか 

できた ５ ・（４）・ ３ ・ ２ ・ １ できなかった 

震災体験者の方々の話から

の学びが大きかった 

・事前の調査、準備は十分であったか 

十分 ５ ・（４）・ ３ ・ ２ ・ １ 不十分 

十分であった 

・研修を通して自身の能力が向上したと思うか 

した（５）・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ していない 

災害に対する心の持ち方・

考え方がより向上した 

・具体的な活用の有用性、実現性があるか 

ある（５）・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ ない 

震災に対する意識改革が大

事であり啓発続ける必要が

ある 

研修報告 

 

宮城県 NHK 仙台放送局では高森町出身の職員の方にご案内いただき、局建物内

の柱を使った津波高表示から東日本大震災で発生した津波の高さを実感しまし

た。 

途方もない高さであり、これを目の前にして逃げる以外到底なすすべはなく恐ろ

しいと思いました。 

東日本大震災に関する展示施設は震災伝承施設として登録されており、ツアーで

は地震発生から 72 時間の NHK の放送資料や復興年表、震災伝承施設マップ、

VR 映像体験、防災に関する展示などを見ることができ防災意識を高めることが

出来ます。 

「あの日、何をしていましたか？」という取り組みがされ、当日自分は何をして

いたのか記入し掲示できるようになっており、「あの日」を思い浮かべるきっか

けとなりました。 

 

閖上の記憶メモワ・ド・ユリアゲでは東日本大震災で大切なお子さんやご家族を

亡くされた皆さんが語り部をしながら運営をされておりました。当日なぜ逃げる

ことが出来なかったのか、逃げなかったのかの話は私にとってはとてもショッキ

ングでした。 

それでも海の近くで今後も住み続ける選択をされ、風化させないための活動や避

難訓練の大切さなど、行政が行うアプローチとは異なり有志の皆さんが活動しそ

の輪が広がっていき思いをつないでいきながら命の尊さを子ども達や様々な

方々に伝えていました。 

 

荒浜小学校メモリアル公園では荒浜小学校校舎を舞台にして当日の動きや校内

の惨劇、避難指示について。被災中の事。 



瓦礫は撤去されながらも傷あとはそのまま、写真や掲示物から当時の惨劇と思い

から胸がいっぱいになりました。 

 

備える＝尊い命を守ること 

 

災害が起こっても尊い命を守るために議会ができる事、どんな状況下になっても

議会の機能を正常に運営する事すなわち議会 BCP の策定、想定訓練（避難訓練・

リモート会議等）、災害に対する知識力向上、災害の際に議員が控えるべき事（自

治体の固定電話の占有等）の共有・意識改革が必須だと考えます。 

 


